
第四地区住民自治協議会広報誌         ２０２６年１月（第７５号）

✰第四地区は「諏訪町」「西後町」「県町」「南県町」「妻科」「新田町」の６町で構成されています✰
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新年ああけままししてておおめめででととうごござざいいまます 

長野をを訪れれるるイインンババウウンンドド等のの観光客のの方々々にに「「何故訪問先にに長野をを選んんだだののでです

かか？？」とと尋ねねるるとと異口口同音にに「「ピピーーススフフルルなな街ととししてて有名だだかからら」とと答ええててくれれまます。ここののピピ

ーーススフフルルとと言う言葉はは、単にに「「治安がが良くてて平和でであるる」とと訳すよりも「「落ちち着く・・心心がが安ら

ぐ・・穏やかかにに過ごごせせるる」とと捉ええるる方がが的確でです。そのの素晴らししいい印象をを持つつ長野市ででも、

特にに第四四地区はは ““古いい歴史””のの中でで育ままれたた““寛容ささ””をを基にに、どどんんな方々々も住民ととししてて

受け入れ続けてておおり、今や長野市でで最も““居心心地のの良いい憧れのの街””ととししてて認めめられつつつつ

ありまます。今年かから、長野市はは今後１１００年先をを見据ええたた「「長野市都市計画ママススタターーププラランン」

のの策定にに入りまます。ここののププラランンににはは県庁周辺再整備や新田町交差点周辺再開発も含まま

れ、第四地区ととしててはは““明るるいい発展””も期待出来ます。しかかし計画策定でで最も大切ににしたた

いいののはは、““寛容さ””をを基ににししたた““ピピーーススフフルルな街””をを優先しし ““住んんででいいてて楽ししいい街””ばばかかりでで

ははなく、皆さんんがが憧れるる““住みみたたいい街””にになるるここととをを優先ししたたいいとと考ええてていいます。そのの目的的

にに向かかっってて今年も““誇りあるる第四四地区””をを造り上上げるるようう活活動動をを行行っっててままいいりりまますす。。 

本本年年もも皆皆ささままののごご協協力力ををおお願願いい申申しし上上げげまますす。。

 

2026 令和８年
明けましておめでとうございます

皆さんが憧れる住みたい街、第四地区（左から新田町交差点から見た旭山、大国主神社、白岩付近の裾花川、白岩付近を悠々と飛ぶハヤブサ）
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過去最大の参加者数を記録 
 去る１０月１１日（土）、後町ホールと象山寮の

グランドを使って第四地区合同防災訓練が行

われました。今年は初めて長野県立大学の象

山寮の学生も参加したため、過去最大となる

約３００人の方の参加で、消火器の取り扱い方

の訓練を始め、消防団第四分団の協力でデモ

放水、防災知識に役立つクロスロードというゲ

ーム感覚の訓練、段ボールベッドと簡易トイレ

の組み立てなど、多彩な内容の訓練を実施し

ました。 

写真上・左最上／消防団の指導で放水をす

る学生たち 写真左中／段ボールベッドの

組み立てをする学生と住民 写真左下／

「火」のマークに向けての消火器噴射をす

る女子大生 写真下／過去最大の３００人

の参加者 

第四地区は古来からの記録に、土砂災害、河川氾

濫などは１回の記載もありません。しかし、第四地

区内では過去何回かの火災は発生してしまって

おり、残念なことに３年前には１名の方が亡くな

られてもいます。 

火災は普段の心がけ次第で防ぐことができる

災害ですが、火災以外の災害はいくら訓練をして

も防ぐことはできません。第四地区では「火災は

絶対に発生させない」、「発生してしまったときは

被害を最小限にとどめる」ということを訓練の主

旨として今後も防災訓練を続けて参りますので、

多くの皆さまの参加をお待ちしております。 
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広告枠
（縦７ｃｍ横１７ｃｍ）

午午午（うま）（うま）年によせて
午年は十二支のちょうど真ん中の７番目の干支で、馬は力強く、物を遠くまで運ぶことができること

から、「健康」「豊作」「勝負運」「交通安全」「商売繁盛」などの象徴とされています。ことに今年は６０年に

１回巡ってくる「丙午（ひのえうま）」の年で、行動力や挑戦、成功を意味する縁起の良い年なのです。

さて、その午年ですが、なぜ「馬年」と書かないかご存じですか？

それは日本では江戸時代まで十二支を使って時刻を呼んでいたことに由来します。午前０時から午

前２時までを「子（ね）の刻」とし、そこから２時間刻みで、丑（うし）、寅（とら）、卯（う）、龍（たつ）、巳（み）

となり、１２時から午後２時までを「午（うま）」の刻と言いました。１２時のことを正午（しょうご）と言う

のは「正に午の刻」だからなのです。十二支の午を馬と書かないのは、

１０進法の真ん中の数字が五（ご）であると同様、１２進法の真ん中の数字は午（ご）と発音します。十二

進法が今の中国から日本に輸入された当時、全ての人がわかりやすいように十二支の音読みの漢字

を、慣れ親しんでいる動物の呼び名を訓読みにして当てはめました。そのため「午（ゴ）」と言う字には

「馬」と言う字を当てはめて「うまどし」と発音するようになりました。

これによって「ネ（ズミ）、ウシ、トラ、ウ（サギ）、タツ、ミ、ウマ、ヒツジ、サル、トリ、イヌ、イ（ノシシ）」と

誰もが知っている動物の訓読み名を当てはめて、語呂良く覚え易くなりました。

第四地区には午年の方が２０５人（令和７年１０月現在）いらっしゃいます。午年生まれの方は今年誕生

日を迎えると、１２、２４、３６、４８、６０、７２、８４、９６、１０８歳になります。最も多いのは昭和５３年生ま

れの方の３７名、次いで昭和２９年生まれの方が３６名、大正７年生まれで今年１０８歳になる方は残念な

がらご存命されておりません。逆に最も少ないのは今年１２歳になる方で１０名、次いで少ないのが昭和

５年生まれで今年９６歳になる方の１１名です。これからもお分かりのとおり、最年長と最年少の午年の

方が少ないということからも第四地区も着実に少子化が進んでしまっていることをうかがわせます。

でも、そんなことは吹き飛ばして、健康で、行動力溢れる午年を、皆さま一緒になって力強く、元気い

っぱいの年にしようではありませんか。
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